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２　自己分析・志望動機
①　自己分析とは

自己分析とは，就職活動を行うにあたり，「自分がどんな業界・業種に興味があるのか」，「自分
はそこで何をやりたいのか」といったことを考えるために重要なことです。「働くということはど
ういうことか，自分自身の中でどう位置付けているか」を考えるとともに，自分自身の特徴をしっ
かり理解すること，あわせて「自分の性格」，「適性」，「やりたいこと」などを分析し，文章化する
ことにより，業種，企業，職種等を絞っていく上での選択基準となります。
②　自己分析の方法

自己分析をするとは，生まれてからこれまでの自分自身を振り返り，洗い出し，次のような項目
についてまとめることです。自己分析は，今までの自分とより深く客観的に向かい合って考え，最
終的には，初対面の人事担当者に，みなさんを理解してもらうための情報となります。（自己ＰＲ）

〈 まとめる主な項目としては 〉
１　職業観………社会人としての前提で組み立てる
２　性格（長所・短所）
３　学生時代にやってきたこと
４　ゼミ・研究課題
５　趣味・特技・資格
６　将来の自分…５年後，10年後の自分がどうなっているかライフプランを考え，そ

の中で仕事（働くこと）をどう位置付けるか。

自己分析は大概慣れていないことから，とても難しい作業になります。また，時間の経過や実
際の就職活動を通じて，「自分観」や「職業観」も変化するもので，完結するものではありません。
自分だけが理解している内容では就職活動で通用しないので，周りの支援者（家族，友人，指導教
員，学科就職指導委員，就職指導課など）に相談してください。
③　志望動機のまとめ方

自己分析の延長線上にあるのが，より具体的な「自己ＰＲ」と「志望動機」です。企業の採用選
考の中で，最も問われる柱となるのがこの２点です。
　「志望動機」の基本的な内容は①「何でその業界（企業）に興味（関心）を持ったか」，②「その
業界（企業）で何をやりたいのか」，③「①，②以外の独自の志望動機」をまとめたものです。
　「志望動機」をまとめる上で参考になるのは，企業から出されるパンフレットやホームページな
どの「開かれた情報」ですが，併せて，実際に職場を目にして得られる情報も大変貴重です。
④　キャリアプログラム

　「自己分析」の方法や「志望動機」を明確にする方法など，みなさんが就職活動を進めるために，
就職指導課では「キャリアガイダンス」や「就職試験対策」，「模擬面接」などを実施しているので，
積極的に参加してください。なお，年間のプログラムの予定については「ポータルサイト」を参照
してください。
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３　企 業 研 究
①　企業研究の必要性

企業とは人・物・金・情報などの経営資源を用いて，事業を行い，「商品」や「サービス」を社
会に提供する組織であり，規模や形態は様々です。

企業研究の目的は，自分の就職先としての候補企業を見つけることです。
②　企業研究について
⑴　候補企業をピックアップ

就職先企業としての判断基準は各自様々です。それに基づいて，就職先候補として考えられる
企業をピックアップします。（この段階では間口を広くしてあまり数を絞らないこと）

〈 キャリア情報源 〉
１　情報閲覧システム（NU就職ナビ，CSNavi），学内就職資料
２　就職情報サイト，企業ＨＰ
３　就職情報誌
４　専門誌
５　企業関係者からのアドバイス
６　家族，友人，学科就職指導委員，就職指導課などから
７　新聞（全国紙，地方紙，業界紙）

⑵　グループ分けし，比較検討する
ピックアップした企業をグループ分けし，グループ内で相対比較検討を行い，候補以外のもの

は除きます。
＊グループ分けは，業種別，職種別，企業規模別など，各自の判断でかまいません。
⑶　優先順位をつける

就職活動は，限られた期間で行われます。採用選考段階に入ると早く推移し，しかもやり直し
はききません。また，就職活動は，複数の企業に対して行われますが，最終的に就職するのは１
社です。したがって，候補企業に対して優先順位をつけるのは極めて大切なことです。
＊優先順位のつけ方は，グループ別でも全体でもかまいません。この順位は，以後の就職活動の
なかで当然変化していくものです。

企業研究を経て，個別企業の具体的な研究に入り，さらに，就職セミナー，個別会社説明会な
どへと進み，絞り込んだ企業への就職活動となるのです。

企業研究は，就職活動の準備段階で「自己分析」とあわせて，最も基本的かつ重要なものです。
③　インターネット利用の注意

企業研究を進めていく上で，インターネットの活用は大変有益です。ただし，インターネットは
情報の収集や発信のための道具であることを忘れないでください。そして，企業が公開している情
報も限られたものであることを理解しておく必要があります。

インターネットで収集した情報を自ら考え，判断し，最終目的である「内定」獲得に向けて行動
していくことが重要です。
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